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世田谷区がけ・擁壁等防災対策方針（素案）について 
 
 
 
 
 
１ 主 旨  

都は、「土砂災害防止法」に基づく区内自然斜面（高さ５ｍ以上）の基礎調査結果を

９月に公表し、同法に基づき「土砂災害特別警戒区域」等を今年度末以降に指定する予

定である。 
この間、区では、がけや擁壁全般に関するソフト・ハード両面の今後の対策方針を策

定するため、比較的小規模な高さ２ｍ以上の擁壁等の現況調査を継続実施し、当該調査

結果及び都の調査結果を踏まえて検討してきた。 
ついては、「世田谷区がけ・擁壁等防災対策方針」（以下、「防災対策方針」という。）

の素案を取りまとめたので報告する。 
 
２ 経 緯 
  平成１１年度～平成１３年度  

(都)急傾斜地崩壊危険箇所調査→箇所の公表(都ホームぺージ) 
  平成１８年度  (国)宅地造成等規制法の改正(「造成宅地防災区域」の導入) 
  平成２５年度  (都)土砂災害防止法に基づく基礎調査(自然斜面)に着手 
          (都)大規模盛土造成地マップの公表(都ホームページ) 
  平成２６年度  (区)高さ 2m以上の擁壁等について現状調査に着手 

(区)「がけ擁壁等防災対策方針策定検討委員会」の庁内設置 
→「防災対策方針」の検討に着手 

(国)土砂災害防止法の改正(基礎調査結果の公表の義務付け) 
  平成２７年９月 (都)「土砂災害防止法」に基づく基礎調査結果の公表 
  平成２７年１２月(都・区)「土砂災害防止法」に基づく土砂災害警戒区域等の指定に 
              向けた地元説明会 
 
３ 防災対策方針（素案） 
   概要版（別紙１）及び防災対策方針（素案）（別紙２）のとおり 
 

（付議の要旨） 
「世田谷区がけ・擁壁等防災対策方針（素案）」を取りまとめたので報告する。 



４ 今後の予定 
   平成２８年２月９日  都市整備常任委員会（素案報告） 

２月１０日 災害・防犯・オウム問題対策等特別委員会（素案報告） 
４月    「防災対策方針（素案）」パブリックコメント実施 
      （４月５日から３週間程度） 
６月以降  政策会議（案報告） 

    都市整備常任委員会（案報告） 
    災害・防犯・オウム問題対策等特別委員会（案報告） 

 「防災対策方針」策定・「防災対策方針行動計画」策定 
 
５ 都の予定（参考） 

平成２８年３月以降 自然斜面に係る「土砂災害防止法」に基づく土砂災害警戒区域等 
指定の告示 

 


